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２．厳しかったこの10 年
　市全体が厳しい財政状況の中、図書館だけに潤
沢な予算が付くことは難しい。予算、人員、限られ
た資源の中で、何をどう使うのか、図書館として重
きを置くことは何なのか、市の教育政策と、図書館
の基本的運営方針の策定、それを具体化するため
の、開館日や開館時間、資料の種類、サービスの
内容、試行錯誤を重ねた。資料費が下がり続ける中、
当館が選んだ道は、とにかく、本だけは確実に責任
をもって提供しようというものだった。AV 資料は新
規購入を中止、複製絵画の貸出サービスはそれ自体
を中止した。夜間開館や祝日開館など、一度始めた
サービスを中止することは、利用者の利用意欲も職
員のモチベーションも下げることになってしまった。
３．これからの図書館
　財政や人員の改善が見込めない中、少しでも図書
館の利用を上げる事業はないか検討を重ねている。
本を読む人が減ったと言われる現代だが、読書率
の低下を嘆くだけでは本の専門家である司書として
情けない。インターネットがスマートフォンなどで情
報が手軽に入手できるようになっても、本の持つ力
はそれとは別物だ。バーチャルではないリアルな空
間を歩き、実物の本を手に取ることは、新たな知的
好奇心を生む。館内のあちこちに本を展示しようと、
月変わりのテーマのコーナー、季節行事や時事ネタ
のコーナーを設けた。必要だと思って購入したが、
利用されていなかった本が、借りられていく姿を見
たときの感激はいつになっても新鮮だ。最近は、司
書が毎月おすすめの本を紹介する「シショイチ」を
企画、これは図書館 HP にも掲載して、来館できな
い人にも見ていただけるようになった。
　近頃は図書館のニュースを聞くことも多くなった。
しかしその内容は、カフェの併設、自習席の設置、
読書通帳や自動貸出機の導入、図書館本来の機能
とは別のことばかりだ。それらを否定するわけでは
ないが、そこに注目するあまり本末転倒にならないよ
う注意しなければならない。図書館の本質である市
民の知る権利の保障がおそろかになっていないか、
そこを確立してこそ新たなことに取り組めるのだとい
うことを、管理職になったいま、強く心に留めておき
たいと思う。
（英語英文学科卒業生）
１．図書館に勤めた30 年
　大学を卒業後、栗東市立図書館に勤めてもうすぐ
30 年が経つ。平成の始め、まだバブル景気で働く
先はいくらでも選べる時代、卒業間際に公示された
採用試験を受けて、その当時はまだ町だった、滋賀
県栗東町立図書館の司書となった。
　人口５万人弱の自治体で、蔵書は 20 万冊、職員
は 12 人、館長含む全員が司書資格保持者だった。
その当時の滋賀県には、当館をはじめ、司書職員と
資料費を十分に備えた図書館が次 と々誕生し、滋賀
は図書館先進県と呼ばれ、全国から多くの視察が
訪れた。当館の年間貸出冊数は、最も多い時期で
100 万冊に届こうという勢いだった。
　中小の図書館では、職員はどんな業務もこなせる
ことが求められる。図書館の基本的業務は蔵書管
理とカウンターサービスだ。選書、本の装備、デー
タ登録、郷土資料や行政資料のコレクション構築。
貸出返却、予約・リクエスト対応、相互貸借、督促。
移動図書館、レファレンス、児童サービスや障がい
者サービス。現代は必須となったコンピュータ関連、
データ管理やシステム管理。予算管理と執行は言う
までもなく、単独施設なら施設管理業務、学校図
書館や外部機関との連携も必要になる。
　図書館の要は本だが、カウンターで必要とされる
のは人間力だ。業務を覚えるだけでなく、経験を重
ねて得られる能力もある。特にレファレンスについて
は、的確な資料を提供するためには、要求を正確に
把握するコミュニケーション能力が欠かせない。カ
ウンターでは、苦情を受けることもあれば、感謝の
言葉もいただくこともある。カウンターは司書のひの
き舞台、最もやりがいを感じる場だ。
　やがて景気の失速に伴って自治体の税収は下が
り、図書館の予算も減少する一方だったが、市の方
針により、平成 18 年２月、２館目となる栗東西図書
館が開館することとなった。蔵書規模は８万冊、当
初は夜間開館や住民票発行サービスなど、新しい
サービスに取り組んだが、その後の市の財政再建計
画に伴い、多くのサービスを縮小せざるを得なくなっ
た。増員された職員はいつの間にか一館の時代と同
じ人数になり、２館を合わせた資料費は１館最盛期
の半分以下、図書館数が２つになったことを考える
と、実質４分の１になった。蔵書の更新率も下がり、
年間貸出冊数は２館合わせて 70 万冊前後と、70％
近くまで落ち込んだ。
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